
活動内容と成果
森と命のつながりを伝える活動として、①野生鹿の
皮と角を使った商品開発13点、②子どもや親子を対
象とした講座やワークショップを実施（5/18めいほ
うランタンフェスティバル・7/14 めいほうキャン
プ場出店／ 9/28命のつながりを学ぶワークショッ
プ実施／ 10/14めいほうマルシェ企画・運営／
10/20kibako・11/10町 家 オ イ デ ナ ー レ 出 店 ／
2/22赤坂・青山子ども中高生共育事業イベント講
師）。
地域内サプライチェーンの確立として、現状や先進事
例を調査し、地域内での役割分担を行った。

活動内容と成果
①天草市栖本町の干潟で生物調査を2回実施し、生
物マップを制作した。海に足を運ぶことが困難な方
にも自然観察を楽しむ機会を提供するため、ドロー
ンやVRカメラで映像を撮影し、天草海部のYouTube
チャンネルに公開した　②指導者向けの海のデジタ
ル教材「天草・海の冒険サポーターズテキスト」を制
作し、HPに公開した。栖本かっぱ祭りで栖本中学校
の生徒とともに映像教材の体験会を実施した　③天
草市で干潟体験モニターツアーを開催した。遠隔地
から専門家に生物の同定をお願いし、イベントのラ
イブ配信を行った

課　題
地域で獣害対策を進めているが、急速な人口減少や
高齢化による課題も多い。駆除された鹿は廃棄され、
先人が培ってきた命を大切にいただくというサイク
ルが途絶えつつある。

目　標
捕獲される野生獣が処分されることなく活用される
など環境重視型地域内サプライチェーンが構築さ
れ、自然豊かな里山が地域住民によって守られる循
環型地域経済を確立する。

課　題
地域住民の海への関心が低く、定量的な海の生物調
査はほとんど行われていない。海を利活用する人材
が限られており、子どもたちが地域の海について学
ぶ機会は限られている。

目　標
天草の海の生物多様性を明らかにし、海に親しむ親
子を増やす。水産業が持続的に行われるなど海を利
活用し保全する人材を増やす。

（特非）　ななしんぼ

天草海部

郡上市明宝地区における
森の恵みの有効活用

SDGs（14）を目標に、天草の海の生物多様性
を学ぶ！先端技術を活用した海の教材作成

命のつながりを学ぶワークショップの様子

先端技術を活用した干潟生物調査を実施

１枚の革からつくる
ワークショップを実施

ドローン・水中ドローンも
活用して映像制作

実　践

はじめる助成

1年目

知識の提供・普及啓発

はじめる助成

1年目

捕獲鹿を活用した
商品開発数 13 個

干潟調査・ツアーの
実施 3 回

ワークショップの
見学・参加数 167 人

生物マップ・教材の
完成 1 セット

今年度計画の達成度 100 ％

今年度計画の達成度 100 ％

目標達成度 100 ％

目標達成度 90 ％

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
野生鹿の皮を商品化するにあたっ
て、労力のかかる度合いと歩留まり
の悪さから販売価格面で妥当な金額
を割り出すことに苦労した。

■工夫した点
手仕事やつくることが好きな地域の
若者を集め、1枚の革から何をつく
ることができるかワークショップを
行い興味を喚起した。

■苦労した点
参加者募集。広大な干潟が当たり前
にあるので、海の生物調査というだ
けでは参加者が集まらず苦労した。

■工夫した点
Web会議ツールなど先端技術を取
り入れた遠隔観察手法を構築、海に
行くことが困難な方にも自然を楽し
んでもらえる工夫をした。

山とエンドユーザーや森の恵み・里山素材とつくり手などを「つなぐ」役割を強化
し、市場ニーズを捉えた商品やキット、講座づくりのサポートや場（機会）づくりを
引き続き行っていきたい。

干潟だけでなく、アマモ場や磯など多様な沿岸域の生態系で生物調査を実施する。
先端技術を活用した遠隔地生物観察、海の教材・映像教材の制作をさらに発展させ
る。指導者養成講座を開き、スタッフを養成する。
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